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溶接・熱処理技術分野 

金属材料の選び方とその熱処理方法 
～代表的な熱処理法を習得するコース～ 

受講対象者 機械設計・各種熱処理作業に従事している方 

講習内容等 

熱処理工程の最適化をめざして、各種熱処

理技術に必要な鉄鋼材料の知識及び熱処理

後に発生する割れなどのトラブルの解決法

を習得します。 

 

・熱処理の概論 

・各種材料の機械的性質 

・鉄鋼の熱処理（機械構造用鋼、工具鋼） 

・材料の硬さ試験 

・材料の組織の観察 

 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 電気炉、金属顕微鏡、硬さ試験機 

【持参品】 筆記用具、作業服、作業帽（ヘルメット可）、安全靴 

コース番号 日    程 

W0302 平成 29 年 2 月 22 日（水）、23 日（木）、24 日（金）【追加コース】 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

3 日間（18 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 17,000 円（税込） 

 

④

 
溶接・熱処理技術分野 

半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編） 
～半自動アーク溶接の技能を習得するコース～ 

受講対象者 アーク溶接作業にこれから従事する方、又は現在従事している方 

講習内容等 

半自動アーク溶接の技能をしっかり習得することを
主眼とし、さらに技能の高度化をめざして、受講者の
技能レベルを診断し、その結果に基づいて各課題実習
を通し、技能のレベルアップと実際に起こり得る品質
上の問題点の把握及び解決方法を習得します。 
 
・各種溶接法の特徴 
・ワイヤの知識（種類、特徴）、安全の知識 
・電流・電圧条件の設定、トーチ操作 
・下向き溶接、水平すみ肉溶接（Ｔ継手） 
・施工上のポイント 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 半自動アーク溶接機、安全保護具、器工具一式 

【持参品】 筆記用具、作業服、作業帽 （ヘルメット可）   ※手袋は当センターで用意します。 

コース番号 日    程 

W0104 平成 28 年 10 月 13 日（木）、14 日（金） 

W0105 平成 29 年 1 月 10 日（火）、11 日（水）【追加コース】 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 12,000 円（税込） 

 
溶接・熱処理技術分野 

ＴＩＧ溶接技能クリニック 
～ＴＩＧ溶接の技能を習得するコース～ 

受講対象者 ＴＩＧ溶接作業にこれから従事する方、又は現在従事している方 

講習内容等 

ＴＩＧ溶接の技能をしっかり習得することを主眼と
し、さらに技能の高度化をめざして、受講者の技能レ
ベルを診断し、その結果に基づいて各課題実習を通
し、技能のレベルアップと実際に起こり得る品質上の
問題点の把握及び解決方法を習得します。 
 
・ＴＩＧ溶接機の機能 
・電極の知識、安全の知識 
・ステンレス鋼の知識 
・電流調整 
・下向き溶接、水平すみ肉溶接（Ｔ継手） 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 ＴＩＧ溶接機、安全保護具、器工具一式 

【持参品】 筆記用具、作業服、作業帽 （ヘルメット不可）   ※手袋は当センターで用意します。 

コース番号 日    程 

W0204 平成 28 年 10 月 27 日（木）、28 日（金） 

W0205 平成 29 年 1 月 23 日（月）、24 日（火）【追加コース】 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（６時間／日） 10 名 12,000 円（税込） 

 ○セミナー受講後の利用者の声①　～機械系セミナー～

　平成 27 年度に能力開発セミナーを受講した方々の声です。

 受講者の声
a.　これまで何となく使用していた CAD が操作も含め、正しい理論を持って理解できた。

（｢ 実践機械設計技術（２次元設計）｣ 受講者）

b.　切削方法を知ったことで、現在外注に依頼している加工の指示や今後自社で加工機を購入した際は役に立

つと思われる。	 （「切削加工の理論と実際」受講者）

c.　今回、ろう付け・TIG・半自動と続けて受講し、溶接の種類ごとの特長や操作方法が理解できた。今後実

務に生かしていきたい。	 （｢ 半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編）｣ 受講者）

d.　鋼を溶接した時の割れ目の原因を理論的に知れて良かったです。

	 	 （｢ 金属材料の選び方とその熱処理方法 ｣ 受講者）

 事業主の声

a.　材料の発注時に寸法（図面）が無理なく読めるようになった。品物を製作する前に、図面で検証できるよ

うになったため、無駄な製作コストが削減できるようになった。	 （｢ 実践機械製図 ｣ 受講企業）

b.　旋盤機械は設置してあるが、取扱いができなかったため使用していなかったが、受講後安全な取扱いがで

きるようになり、力量が UP された。	 （｢ 旋盤実践技術（高精度加工編）｣ 受講企業）


